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上尾市特定事業主行動計画実施状況（平成２８年度） 

 

 ◆数値目標に係る実績（目標達成年度は、平成３１年度） 

目標①：出産補助休暇の制度利用率 90％以上を目標 

第１次後期計画 

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 

33 人 21 人 33 人 24 人 25 人 

86.8％ 80.8％ 91.6％ 82.8％ 75.8％ 

第２次前期計画 

Ｈ27 Ｈ28    

27 人 31 人    

69.2％ 86.1％    

 

目標②：男性職員の育児に関する制度(育児休業等)の利用促進 

第１次後期計画 

 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 

育 児 休 業 1 人 0 人 1 人 0 人 2 人 

子の看護休暇 10 人 10 人 5 人 4 人 8 人 

第２次前期計画 

 Ｈ27 Ｈ28    

育 児 休 業 0 人 0 人    

子の看護休暇 8 人 14 人    

 

  目標③：年次休暇の取得日数が現状を上回るよう努力する 

第１次後期計画 
Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 

10.86 日 11.34 日 10.96 日 10.64 日 10.64 日 

第２次前期計画 
Ｈ27 Ｈ28    

10.38 日 10.87 日    

 

 

◆平成２８年度の取組内容 

１ 制度の周知・理解 

  ○「上尾市特定事業主行動計画（女性職員の活躍推進編）」の周知 

女性職員が活躍するための環境づくりという観点から、「上尾市特定事業主 

行動計画（女性職員の活躍推進編）」を平成２８年３月に策定しました。 

女性職員の採用・登用の拡大やワークライフバランスの推進等も含め、人事 

給与担当情報誌「JINKYU」にて職員に周知するとともに、庁内 LANに計画を 

掲載しました。 
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２ 妊娠・出産前後の支援 

○出産補助休暇 

子どもの出生時における父親の休暇（出産補助休暇）について、男性職員が取得 

しやすい職場環境づくりへ配慮するよう人事給与担当情報誌「JINKYU」に掲載し 

ました。 

３ 育児休業を取得しやすい環境の整備 

○「あげお版イクメン通信」を発刊 

    平成２６～２７年度に育児休業を取得した男性職員の体験談を「あげお版イクメン 

通信」として発刊し、庁内 LANに掲載することにより職員の意識啓発を図りました。 

４ 時間外勤務の縮減 

  ○ノー残業デーの実施 

     毎週水曜日は、定時退庁と励行するノー残業デーとし、庁内放送及び庁内 LAN 

にて呼びかけを行いました。 

  ○ワークライフバランスデーの実施 

     仕事と生活の調和を図るため、第２・第４金曜日をワークライフバランスデーと 

して、定時での退庁を庁内放送及び庁内 LANにて呼びかけを行いました。 

  ○ライトダウンキャンペーンやプレミアムフライデーにおける早期退庁の周知 

     環境対策や良好な生活スタイルの推進を図るため、ライトダウンキャンペーンや 

プレミアムフライデー実施時には、早期の退庁を庁議にて促しました。 

○時間外勤務の管理 

   子育て中の職員はもちろん、すべての職員の時間外勤務の縮減のため、各所属の 

時間外勤務の状況を把握し、部ごとに時間外勤務の管理を行いました。 

５ その他の取り組み 

  ○代替職員の配置 

     育児休業職員の所属課に代替職員として、臨時的任用職員を配置しました。 

   

 


